
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月２８日（木）に白河合同庁舎で開催した第２回学力向上担当者等研修会において、今年度の「つ

なぐ教育」推進地域の中島村と矢吹町の実践報告会を行いました。二つの推進地域とも、学校や家庭、

地域との連携、さらに系統的な学びを意識した実践内容、成果と課題が発表されました。これらの取組

のよさを各市町村、各学校で生かしていただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中島村では「１２年間の一貫した取組（生活習慣・

学習習慣の育成）」「授業改善による指導力の育成」

「幼・小・中の効果的な連携」「学校と家庭の連携」

を４つの柱として「つなぐ教育」の実践を行ってきま

した。 

 成果としては、「育ちの五か条・学びの十か条」の

作成により、１２年間の学び方が具体的になり系統的

な指導につながり、生活習慣の改善が図られたこと、

「話型スキル」の活用を図り、授業改善に役立てられ

たことなどが挙げられます。 

 今後、さらに幼・小・中、家庭・地域との連携を深

めていくことを期待いたします。 
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中島村の取組 

算数・数学科授業研究会 



 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 矢吹町の「つなぐ教育」は昨年度に引き続き２年目となりました。昨年度の成果を踏まえ、「４つの

提言（①家庭で勉強する習慣を ②食事や睡眠を適切にとる ③テレビやゲーム、携帯電話、パソコン

などの使用はルールを決めて ④読書を楽しむ習慣を）」を柱に推進しています。「学校図書館活性化事

業」と関連付けて読書習慣の確立にも力を入れるなど、町全体としての組織的な取組、継続的な共通実

践が見られました。「小中交流連携授業（中学校の数学の先生が小学校の算数の授業を行うこと）」、「担

任と学校司書の連携授業（国語等）」なども行い、授業改善への教師の意識や児童生徒の学習・読書意

欲の向上へつながりました。 

 

 

 

  

 

１月６日（水）、白河合同庁舎において、「県南版国語科基礎

からの授業づくりセミナー」を開催しました。年が明けて間も

ない時期にもかかわらず、小学校４６名、中学校１１名の先生

方が参加し、大変活気のある研修が展開されました。「児童生徒

にしっかりとした国語の学力を身につけさせたい。」「楽しくて、

分かる授業を目指したい。」という先生方の熱い思いが伝わって

きました。学力の学力はこうした情熱のある先生鋳型に支えら

れているのだと感じました。 

今回は初めての開催ということもあり、授業づくりの基礎・

基本を中心に据え「指導主事による模擬授業」「教材分析の演習」

「言語活動を中心とした事例報告」を行いました。運営や教材

分析の演習にご協力いただいた西白河・東白川の指導委員の先

生方、事例報告等ご協力いただいた先生方にあらためて感謝申

し上げます。これからも、企画・運営を工夫しながら、ニーズ

に応じた研修会を開催したいと思います。 

矢吹町の取組 

小中交流連携授業(算数) 

学校司書を活用した授業 

「平成２７年度県南版国語科基礎からの授業づくりセミナー」を開催しました。 


